
 
  
【経緯】 
 製品（食品）に混入した金属異物が、工程に設置されている金属探知器で発見された。金属異

物の成分を分析することにより、発生箇所の特定を行った。 
 
【分析経過】 
 異物は折れ曲がった薄片状であった。表面には傷が多く、破断を示す組織も確認されなかった

ため、薄片が折れたものではなく削り取られたものと考えられた。 
 定性分析を行ったところ、18-8 系のステンレス鋼に近い

組成であることが判明した。 
 製造工程を検討すると、原因と考えられる２種類の機械

が浮かび上がった。それぞれを分析したところ、部品Ａが

18Cr 系であり、部品Ｂが 18-8 系とわかり、部品Ｂを使っ

ている機械が発生原因であると結論づけた。 
 
【装置】電子線マイクロアナライザー（島津 EPMA-1610） 
 
 報告内容 
 
       報告書 
              光学顕微鏡写真 
                        電子顕微鏡写真 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
                                   
             
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

分析事例「金属異物」 

 

＊この内容はフィクションであり、 
実際の受託内容は機密保持扱いと致します。 

お問い合せは   株式会社コーエ キ （テクノリサーチ部）までお気軽にどうぞ 
                            

 〒394-0031 長野県岡谷市田中町 3 丁目 3-24 
 TEL 0266-23-2155   FAX 0266-23-0733  e-mail: info@e-koeki.co.jp  

 

異物の定性結果 


